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1．副理事長からのメッセージ 

 

一般社団法人日本放射線看護学会 

副理事長 太田勝正 

 

昨年 3 月のニュースレター第 9 号で副理事長

からのメッセージを掲載させて頂きました。そ

の後の 1 年とこれからを見据えて改めて会員の

皆様にメッセージを送らせていただきます。 

1）大きな発展があったこの 1 年 

他の委員からも報告があるように、とうとう

「放射線看護専門看護師」3 名が誕生致しまし

た。大学院において放射線看護専門看護師の養

成課程を提供している弘前大学、長崎大学、鹿

児島大学の関係者の皆様に感謝するとともに、

放射線看護を専門とする高度実践看護師とし

新たなスターを切られる皆様に心からの声援

を送ります。当学会は、放射線看護専門看護師

養成課程を支える学術的基盤としてこれから

もしっかりと支援をさせていただきます。 

原子力災害支援保健チーム NuHAT（Nuclear 

Disaster Health Assistant Team）の構築と運営

への支援については、この活動基盤となった原

子力規制庁からの資金援助が終わりましたの

で小康状態です。その中で NuHAT チームへの

参加を表明して頂いている会員等への継続的

な研修については、学会としても支援をしてい

きたいと思います。 

公益社団法人日本放射線技術学会との共同研

究や学術集会での共同シンポジウムにつきま

しては、広報・渉外委員会の作田委員長を中心

に着実に実績を積んできております。これから

も放射線診療・看護をベースとしておられる会

員の皆様に直接役に立つ多くの知見を提供で

きると思っておりますのでご期待ください。 

 

2）大きな転機を迎える次の 1 年 

さて、草間理事長を中心に発展を遂げてきた

当学会ですが、いよいよ 2023 年度からは草間

理事長が監事という立場に移られ、先に公示

（学会 HP 参照）された新たな役員によって運

営されることになります。今までの活動の継続

だけでなく、放射線診療・看護領域の会員の皆

様にも原子力等における放射線防護関係の会

員の皆様にも役立つ情報の発信、学術基盤の構

築のためにより一層の努力をしていきたいと

思います。 

今後とも、会員の皆様のご支援をよろしくお

願い申し上げます。 

 

 

2. 理事会からのお知らせ（総務） 

 

1）会員動向 

2023 年 2 月末時点の正会員数は 386→380 名

（理事 10 名、監事 2 名含む）、学生会員 2 名→5

名、連携会員 4 名、会員総数は 394→391 名で

す。賛助会員は 2 社です。会費納入状況では、
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2021 年度会費納入率が 88→89％となっており

ます。会員の皆様には、引き続き会員増と会費

納入にご協力をよろしくお願いいたします。 

 

2）第 4 期理事・監事候補者選挙について 

2022 年 11 月に、2023～24 年度理事・監事候

補者選挙が終了しました。ご協力に感謝いたし

ます。2023 年の総会において承認をいただき、

新たな理事会が発足する予定です。 

 

3）2023 年度 定時社員総会 

2023 年総会は、6 月 17 日（土）の午後に予

定しています。5 月頃に一斉メールで総会の案

内を配信しますので、出欠・委任のご回答をよ

ろしくお願いいたします。 

 

4）学協会との連携について 

学会は、下記のように連携活動を進めていま

す。そのほか、放射線関連の専門学会や専門機

関からのお知らせが届き、会員一斉メール配信

とともに HP のお知らせ欄に掲載しております。 

・日本医療安全調査機構 医療事故調査制度へ

の協力打診があり（放射線看護にかかわる案件

において個別調査委員会に検討委員を推薦す

る）、当学会は協力意思を表明しました（2022 年

12 月 29 日）。 

・ICN NP/APN 14th Conference の東京開催に

関するサポートレターを ICN NP/APN 学会誘

致委員会に提出しました（2023 年 2 月 6 日）。 

・QST（量子科学技術研究開発機構）の理事長、

量子生命・医学部門長宛てに、がん放射線療法

看護認定看護師養成課程開設の要望書を提出

しました（2023 年 2 月 15 日）。 

 

 

 

 

                         

3．トピックス 

 

放射線看護専門看護師としての活動と今後の

展望 

日本医科大学武蔵小杉病院 放射線科  

増島ゆかり 

 

鹿児島大学、長崎大学、弘前大学の先生方や

多くの皆様からご尽力いただき、2022 年 2 月、

日本看護協会より専門看護師の新たな分野と

して「放射線看護」が認定され、同年 12 月認定

審査を経て３名の放射線看護専門看護師が誕

生しました。 

私は 2015 年 4 月に弘前大学大学院博士前期

課程放射線看護高度看護実践コースの 1 期生と

して入学し 2017 年３月に修了しました。修了

した 2017 年当時はまだ日本看護系大学協議会

から放射線看護専攻教育課程としても認定さ

れていませんでした。修了から 5 年、念願かな

って「放射線看護」が分野認定されました。 

私は放射線科で 2013 年から IVR 看護に携わ

ってまいりました。私が弘前大学大学院に進学

したきっかけは、あるスタッフから「結婚する

ことが決まり、双方の両親が放射線科で勤務す

ることに反対しています。放射線科で勤務して

も大丈夫でしょうか？」と相談されたことがき

っかけでした。自信をもって答えられず悩んで

いた時、弘前大学の教員から「放射線看護高度

看護実践コース」ができることを聞き進学する

ことにしました。 

修了後は放射線科で勤務する医療従事者の放

射線被ばく防護に取り組みました。 

2011 年 International Commission on 

Radiological Protection(ICRP) は水晶体等価

線量限度を従来の 150mSv/年から 20mSv/年へ

と大幅に引き下げる等という声明を発表し、翌

2012 年には ICRP 勧告を出し注意喚起を行い

ました 1）。2021 年 4 月から国内においても業務
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中の被ばく線量の上限値（線量限度）を定める

法律が改正され「5 年間で 100 mSv かつ 1 年間

で最大 50 mSv」と変更されています。芳賀ら２）

は、「IVR 従事者の水晶体被ばく量を測定評価し

た結果、IVR 従事者において適切な放射線防護

を行わない場合、ICRP の新勧告の水晶体線量

限度を超過する危険性があることが明らかに

なった。」と述べています。当時当院の IVR に

従事する医師の中には難しい手技や長時間に

渡る手技の際、「集中力がきれる」「細かい部分

が見えにくい」といった理由で防護メガネを使

用しない場合もありました。ICRP の勧告や先

行研究からも IVR 従事者がいかに水晶体被ば

くの危険にさらされているかは明らかでした。

この事実を当院の IVR に従事する医療従事者

に周知し、さらには看護部にも IVR に従事する

看護師の水晶体被ばく防護を強く訴える必要

がある。また、それには当院の IVR に従事する

医療従事者の水晶体被ばく量の実態調査が必

要だと考えました。当院では被ばく量把握のた

め男性は胸部（プロテクターの内側）と頸部、

女性は腹部（プロテクターの内側）と頸部に装

着しています。水晶体の被ばく量は頸部の線量

バッジから H1cm と H70μm を比較して大き

い方を眼の水晶体の等価線量としており眼の

近傍での水晶体被ばく量は実測していません。

そこで眼の近傍で水晶体被ばく量を測定する

ため、（株）千代田テクノル社の担当者を放射線

技師長から紹介してもらい芳賀ら 2）が使用した

水晶体被ばく線量計「DOGIRIS」：ドジリスを

貸し出してもらえるよう交渉しました。 

お借りした水晶体被ばく線量計「DOGIRI

S」を装着し、IVR に従事する医療従事者のう

ち循環器科医師 4 名、看護師 1 名の計５名を

対象とし、実態を調査しました。結果、医師

は水晶体被ばく線量が多く、白内障発生のリ

スクが高い事が示唆されました。看護師の水

晶体被ばく線量は医師の半分程度で、環器 IV

R 検査・治療の際、介助する看護師は防護板を

使用して作業している時間が長いため水晶体

の被ばく線量は比較的少ないという結果でし

た。一方、透視下で行われる内視鏡的逆行性

胆道膵管造影（ERCP：Endoscopic 

Retrograde cholangiopancreatography）等の介

助の際は、看護師も患者の頭側に立ち、防護

板なしで患者の身体を支え続けることが多

く、血管造影室で一般的なアンダーテーブル

型に比べ、被ばく線量が約 10 倍高くなると報

告されている 3）ことからも ERCP 等透視下で

介助する看護師は水晶体被ばく線量が高くな

ることが予想されました。 

以上の結果から、医療従事者同士は確定的影

響を回避するため「防護メガネ」の必要性を共

通認識するに至りました。また、看護管理者に

「IVR に従事する看護師の放射線被ばくの現状」

と当院で実施した実態調査の結果を報告した

結果、看護部が「放射線防護メガネ」を購入す

ることになりました。 

2020 年 12 月には日本放射線看護学会から

「看護職のための眼の水晶体の放射線防護ガ 

イドライン」が出されました。ガイドラインを

参考に今後も放射線科で従事する看護職の水

晶体被ばく線量低減や放射線被ばく防護教育

の継続に努めていきたいと考えております。 

 放射線看護専門看護師は災害看護専門看護

師、急性・重症者看護専門看護師、救急看護認

定看護師、放射線療法看護をサブスペシャリテ

ィとするがん看護専門看護師、がん放射線療法

認定看護師の専門分野に隣接していますが、放

射線看護専門看護師は放射線事故・災害時にお

いては患者ケアや処置において放射線被ばく

の低減や放射線防護、汚染拡大防止、放射線の

晩期影響を踏まえた観点で関わることができ

ます。また発災時の緊急対応から中長期に渡り、

傷病者や被災住民の被ばくによる人体影響と

不安に寄り添い、放射線に関する正しい知識に
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基づくリスクコミュニケーションの担い手と

なりますし、災害支援を行う看護職者等への教

育・相談活動などを指導する立場であると考え

ます。 

放射線診療の場においては放射線を用いた診

療全般（診断と治療）に関わります。高度・専

門分化する放射線診療の拡大に伴い放射線診

療を受ける患者は増加し、医療被ばくは増加し

ています。小児の放射線診療に伴う被ばくの影

響に対する不安も高まっています。私たち放射

線看護専門看護師はリスクコミュニケーショ

ンを通して患者の持つ不安を傾聴し、検査・治

療の正当性や影響、安全性、リスクを患者の知

識や理解度、価値観などに応じてわかりやすく、

過不足なく伝え、よりよい意思決定を支援した

いと考えます。 

今後の私自身の放射線看護専門看護師として

の展望ですが、設置が検討されている NuHAT

（原子力災害支援保険チーム）が設置された暁

にはぜひ参加させていただきたいと考えてお

ります。放射線に対する世間の認識は一般的に

リスクを高く感じ、受け入れることが困難な場

合が多いと感じます。放射線のリスクに対面し

た住民の気持ちを「傾聴」し「受容」し「共感」

するリスクコミュニケーションできることは

我々放射線看護専門看護師の強みだと考えま

す。 

私が勤務する神奈川県には原子力発電所はあ

りませんが、東芝エネルギーシステムズ株式会

社原子力技術研究所、株式会社グローバル・ニ

ュークリア・フュエル・ジャパンの２カ所の原

子力関連施設があります。日本医科大学武蔵小

杉病院は原子力災害医療協力機関及び神奈川

県の災害拠点病院に指定されています。今後は

放射線看護を学んだ実践者として看護管理者

に「院内の日頃の備えに参画したい」との意向

を伝え、院内の他の分野の専門・認定看護師と

協働して有事に活動できる人材育成が必要で

あると考えます。 

最後に、まだ放射線看護専門看護師は医療従

事者の間でも認知度が低く、これからわれわれ

第 1 号の放射線看護専門看護師 3 名は専門的な

活動ができる場や立場を確立していく必要が

あります。次年度以降放射線看護専門看護師が

増え、放射線看護専門看護師が広く認知され、

放射線看護の質の向上を共に考え実践してい

けることを心より願っております。今後もなに

とぞお力添えいただきますようお願い申し上

げます。 

引用文献 

1）ICRP；ICRP Statement on tissue reactions/ 
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reaction in a radiation protection context，

ICRP Publication 118, Ann ． ICRP ，

41(2/1)2012． 

2）Haga,Y.，Chida,K.，Kaga,Y.et al.：

Occupational eye dose in interventional 

cadiology procedures.Sci Rep，7(1)，569，

2017． 

3）石口恒夫：IVR の被ばくとその対策－放射

線科医の立場から－．日本医学放射線学会雑

誌，62(7) ，356-361，2002． 

 

 

4．各委員会からのお知らせ 

 

1) 学術推進委員会 

≪委員会概要≫ 

学術推進委員会は一般社団法人日本放射線看

護学会の学術推進を目的とした活動として、関

連学会及び団体との連携強化に関する活動、な

らびに学会および学術集会の活性化・学術推進

活動を行っています。  
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≪委員≫ 

委員長：西沢義子 

委員：野戸結花、太田勝正、小山内暢、 

堀田昇吾 

 

2022 年度は次の活動を行いました。  

(1)学会および学術集会の活性化・学術推進活動  

第 11 回学術集会において、以下の２つの交

流集会を開催しました。 

①放射線看護モデルシラバスの活用に向けて

－モデル授業その 3 放射線の健康影響－ 

学術推進委員会では、文部科学省が策定した

「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」

を受け、放射線看護モデルシラバスを 1 単位

版と 2 コマ版で作成し、2019 年 4 月より本学

会ウェブサイト上で公開しています（http://

 www.rnsj.jp/guidelines-publications/model-

 core-curriculum/）。 

当委員会では、モデルシラバスの活用を促進

するために、日本放射線看護学会第９回学会学

術集会での交流集会から、モデル授業を紹介し

ています。今年度の第 11 回学術集会では、「放

射線の健康影響」について、放射線生物学が御

専門の大分県立看護科学大学・小嶋光明先生に

モデル授業を行っていただきました。 

モデル授業では、到達目標を提示いただきな

がら、細胞、DNA、遺伝子や組織反応と確率的

影響、さらには放射線のリスクといった放射線

による健康影響を理解するためのエッセンス

について説明いただきました。資料だけを見る

と、専門的な内容でレベルの高い講義に感じま

したが、蛍光顕微鏡写真を用いて、青い核の中

で赤く光る DNA 損傷の様子を視覚的に供覧さ

れるなど、非常にわかりやすい説明を心がけて

おられました。対象が看護学生であることを踏

まえ、物理、化学、生物といった深い専門知識

を基にして放射線影響を理解させるのではな

く、放射線被ばくによって人体で何が起こるの

かをイメージできるようになることを目標に

されているとのことでした。このように、専門

的で難しい内容をわかりやすく伝えるための

工夫に富んだ講義を拝聴し、限られた時間で放

射線看護教育を実践していく上で教育効果を

高めるための多くの示唆を得ることができま

した。 

本交流集会には約 30 名の方に参加いただき

ました。交流集会後に実施したアンケート(回答

数 7)では、全員の方が「参考になった」と回答

くださり、大変好評でした。また、教育内容に

加え、用いている教材を知りたいといった声や、

放射線看護の副読本があればよいといった要

望もありました。 

学術推進委員会では引き続きモデルシラバス

の普及に向けて取り組んで参ります。 

 

②放射線看護専門看護師が担う役割とは－「放

射線看護キャリア開発グループ」第 2 回交流集

会－ 

「放射線看護キャリア開発グループ」は、日

本放射線看護学会学術推進委員会の下部組織

である「放射線看護専門看護師活動支援ワーキ

ンググループ」から助言をいただきながら活動

し、2021 年度から本学術集会の交流集会を開催

しています。日本放射線看護学会第 11 回学術

集会においても第 2 回交流集会を企画、開催し

ました。 

2022 年 2 月に日本看護協会より専門看護師

の新たな専門看護分野として「放射線看護」が

分野特定されました（同年 12 月に当該分野の

専門看護師が 3 名誕生した）。これを受け、今年

度の交流集会のテーマを「放射線看護専門看護

師が担う役割とは」とし、放射線看護専門看護

師の教育課程（前身の教育課程を含む）修了生

3 名が、「放射線診断」「放射線治療」「放射線災

害」の各領域において、専門看護師の 6 つの役

割（実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究）
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を実践するために意識した思考過程を踏まえ

た活動内容を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、「放射線看護専門看護師」が実践の場

において何ができるのかについて、前出の 3 名

より、放射線について学んだ専門家として根拠

やエビデンスをもって放射線を受けた患者の

健康影響や患者ケアについて発信すること、実

際に患者のケアにあたる看護職への継続的な

学習の場を提供することの必要性、他の分野の

認定・専門看護師との協働や今後の活動のため

に組織や所属部署に「放射線看護専門看護師」

を認知してもらうことの重要性について見解

が述べられました。 

本交流集会には計 46 名の方に参加いただき、

このうち 8 名からアンケートの回答を得ました。

回答者のうち 7 名は本交流集会がやや参考にな

った・参考になったと回答しました。「放射線看

護専門看護師についてイメージできたか」につ

いては全員がややできた・できたと回答しまし

た。「放射線看護専門看護師の役割について考

えるきっかけになったか、専門看護師が活用で

きるか」についても回答者全員が役割について

考えるきっかけになり、活用できると回答して

いました。本交流集会が放射線看護専門看護師

を周知する場になったと考えます。また、「自施

設に専門看護師がいる場合、どのような役割や

活動を希望するか（自由記載）」については、「病

棟との連携が難しいと感じているので連携の

土台を作ってほしい」、「診療での患者・医療者

に対する被ばくに関する説明と助言、原子力災

害医療の看護職のネットワーク作り等」といっ

た回答がありました。院内外の連携・ネットワ

ーク作り等の役割を専門看護師に期待してい

ることが伺えました。交流集会についての満足

度は 9 割がやや満足・満足と回答しましたが、

「放射線看護専門看護師の能力があいまいに

感じる、それは専門看護師ではないとできない

ことなのか」との意見もあり、放射線看護専門

看護師の専門性や役割開発について、さらに深

める努力や活動内容を広く周知していく必要

があると考えられました。今後も交流集会等を

通じて、放射線看護を学びたいと志す仲間を増

やし、放射線看護の質の向上、さらなる放射線

看護の発展のために邁進していく所存です。 

 

(2)「看護職のための眼の水晶体の放射線防護ガ

イドライン」普及のための活動 

本学会では、2021 年 4 月の法令改正に向け

て、「看護職の眼の水晶体の放射線防護ガイド

ライン」を昨年 11 月に取りまとめて公表しま

放射線診断 

放射線治療 

放射線災害 
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した。今年度は普及のための広報活動とし

て、一般社団法人日本看護協会のホームペー

ジに掲載を依頼しました。

https://www.nurse.or.jp/nursing/shuroanzen/ 

safety/harmful/#iguideline 

また、広報用チラシを作成し、広報・渉外委

員会との協働で 500 床以上の病院 361 施設に郵

送しました。 

 

(3)放射線看護専門看護師の活動支援 

放射線看護高度看護実践者を教育する教育課

程（大学院）の修了生のネットワーク構築支援

として、放射線看護キャリア開発グループの活

動を支援しています。コアメンバーによる月 1

回のオンライン会議の開催のほか、1 月には第

1 回の学習会も開催しました。上記交流集会は、

本活動支援の一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 編集委員会  

≪委員会概要≫ 

編集委員会は、学会誌の編集と発行を行い、

主に学会員皆様の論文投稿から論文掲載まで

の期間に関わります。また、この一連の作業が

円滑に進むように編集システムの環境を整え

ています。皆様の研究成果や情報、放射線看護

の実践を一早く発信し、社会に貢献できる学会

誌を目指していきます。 

≪委員≫ 

委員長（理事長兼任）：草間朋子 

委 員：大石景子、北宮千秋、佐藤美佳、 

沼口香織、堀裕子、三森寧子、 

吉田浩二 

 

≪活動内容≫ 

・学術誌を年に 2 回（6 月末と 12 月末）発刊し

ています（web 公表）。 

現在では、随時投稿から随時掲載までの流れ

が定着し、約 6 ヵ月で J-stage に早期公開され

ます。 

・掲載された論文の中から、年に 1 回、優秀論

文賞を選出しています 

・学術集会において、編集委員会企画（優秀論

文賞受賞者の表彰式と講演会）を開催していま

す。 

・学会員の論文投稿の支援を行っていきます。 

  

3) 広報・渉外委員会  

≪委員会概要≫  

広報・渉外委員会は、日本放射線看護学会の

活動を会員の皆様や社会にお知らせし、関連す

る様々な学術団体等と連携・協働をはかる活動

を行っております。 

 

≪委員≫ 

委員長：作田裕美 

副委員長：桜井礼子 

委 員：堀田昇吾、新井龍、上野寿子 

 

≪活動報告≫  

2022 年度は下記の活動を行いました。 

(1) 広報誌（ニュースレター）の発行（年 2 回

発行） 

 9 月と３月に発行しました。９月発行の第 10

https://www.nurse.or.jp/nursing/shuroanzen/
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号ではトピックスとして、看護師と診療放射線

技師の資格をお持ちである、湘南鎌倉総合病院

放射線科の芦刈久美先生に「看護師が知ってお

くベき放射線診療事情」と題し、ご執筆いただ

きました。また、3 月発行の第 11 号では、放射

線看護専門看護師の日本医科大学武蔵小杉病

院放射線科の増島ゆかり先生に「放射線看護専

門看護師としての活動と今後の展望」と題し、

ご執筆いただいております。 

 

(2) 学会ホームページの管理・更新 

関連団体からの研修案内や研究公募等につい

てトップページの「お知らせ」に都度情報を掲

載いたしました。ガイドライン・刊行物ページ

の更新、英語版ホームページを更新致しました。 

 

(3) 日本放射線技術学会との協定にそった学術

協力の推進 

①学術集会企画 

第 11 回学術集会において日本放射線技術学

会と共同して行った研究結果をもとに、「放射

線防護・安全教育の方向性：今後のあり方・や

り方」について、ディスカッションを通して放

射線診療におけるより良い看護の姿を展望い

たしました。 

――――――――――――――― 

日時：9 月 17 日（土）14：10～15：10 

テーマ：放射線業務従事者に対する放射線防

護・安全教育の方向性－今後のあり方・やり方 

登壇者： 

【公益社団法人日本放射線技術学会】 

九州大学大学院医学研究院保健学部門医用量

子線科学分野 教授 藤淵 俊王 先生 

東京大学医学部附属病院   放射線部副部長/ 

診療放射線技師長 岩永 秀幸 先生 

【一般社団法人日本放射線看護学会】 

東京医療保健大学  立川看護学部  看護学科  

講師 堀田 昇吾 

大阪公立大学大学院看護学研究科  

教授 作田裕美 

――――――――――――――― 

②共同研究 

 本学会と日本放射線技術学会の会員に貢献

する共同研究を進めています。両学会の学術集

会で報告を行わせていただきました。第 11 回

日本放射線看護学会学術集会で報告させてい

ただきました内容は、日本放射線看護学会雑誌

Vol.11 No.1 に掲載される予定です。 

 

4) 国際交流委員会  

≪概要≫  

委員会は 2015 年に発足し、放射線看護学に

関わる国内外の動向把握と学会員への情報提

供、国内外の関連学術団体との連絡・協力、本

学会活動の国際的な情報発信の支援等の活動

を行っています。  

 

≪委員≫  

委員長：小西恵美子  副委員長：八代利香   

委 員：後藤あや、生田優子、加藤知子、 

山口拓允 

   

≪活動報告≫ 

(1)ICRP-2023 国際シンポジウムについて 

第７回 国際放射線防護委員会国際シンポジ

ウム（以下、「ICRP-2023」と略記）が日本では

初めて、2023 年 11 月、東京お台場（港区）で

開催されます(前号ニュースレター７ページ参

照）。 

国際放射線防護委員会(ICRP)は、放射線・原

子力利用における放射線防護・安全に関する勧

告を世界に発信している国際学術組織です。

ICRP の委員が一堂に会する本シンポジウムに

おいて、放射線防護・安全における看護職の必

要性と重要性を国際的に公表することは、日本

におけるグッドプラクティスを世界に広める
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貴重な機会です。国際交流委員会では、学会理

事会の意向を受け、次の４点を発表骨子に、最

も効果的な参加方式を検討して参りました。 

①東京電力福島第一原子力発電所事故(以下、

「FI 事故」と略記)後の看護職の経験と学びお

よび原子力防災における看護職の役割 

②看護職への放射線教育、および人々の放射線

不安に科学的視点から対応できる看護職の人

材育成 

③看護職の生涯線量把握のための被ばく線量

の一元管理の提言 

④女性の放射線作業者および胎児の放射線防

護に対する日本の考え方 

 

ICRP-2023 への参加方式は近く決定の見込

みですが、本学会が会員の皆様と力を合わせて

行ってきた活動の、世界に誇れる成果を発信し

ていきたいと考えております。今後ともご協力

をよろしくお願い致します。 

 

(2)国内原子力人材の国際化に係る活動につい

て 

筆者は現在、原子力人材育成ネットワークの

国内原子力人材の国際化分科会の運営にかか

わっていますので、その活動の概略を紹介い

たします。原子力人材育成ネットワークは、

2010 年 11 月、今後を担っていく原子力人材

を産学官一体となって育成していくことを目

的に設立され、2023 年現在、内閣府、文科

省、経産省、外務省を含む 83 機関が参加して

います（共同事務局：日本原子力研究開発機

構、日本原子力産業協会、原子力国際協力セ

ンター）。その中で、国内原子力人材の国際化

分科会では、参加機関の国際人材育成に係る

課題を共有し、課題の解決に向けた産学官連

携した研修やイベントを企画開催していま

す。 

国内原子力人材の国際化は、2010 年のネッ

トワーク設立当初より、国際社会における日

本のプレゼンスを上げるために必要とされて

いましたが、翌年に起こった F１事故の後は、

事故から得た教訓を世界と共有し、世界共通

の安全基準に反映し、世界の原子力施設の安

全確保に貢献するため、日本のことを世界に

発信していける国際人材の育成が更に必要と

なりました。 

原子力・放射線分野に限らず、人材流動性の

少ない日本企業において、海外に飛び出して活

躍したいと思う人は少なく、日本に帰国後のキ

ャリアパスもないなか、国際人材が必要といわ

れてもそれを一気に増やす手立てはありませ

ん。ネットワークではこの 10 年地道に、日本に

いながら若い人材が国際的な場に触れる機会

を増やすことを目途に、IAEA 原子力エネルギ

ーマネジメントスクールをはじめとした国際

スクールの日本への誘致や、今の福島の状況を

英語で説明するスピーキングに力点を置いた

研修コースの立ち上げ、実際に海外で活躍する

イメージを掴んでもらうために、海外での活動

経験を有する諸先輩が講演する Webinar の開

催等に、毎年取り組んできました。最初の頃の

手探りの実施の段階から、近年では連携も自然

となり、また関係機関にも広く知られる活動と

なり、海外での活躍を希望して参加する若者も

増えています。 

https://jn-hrd-n.jaea.go.jp/international_hrd. 

php 

研修内容で一番の人気は、違う背景を持つ同

世代の若者が集まって、エネルギー・環境問

題、福島のことについて考え議論するグルー

プワークです。講義で学んだ知識、施設見学

で得られる実体験をベースに、考え方も抱え

ている課題も異なる研修生同士が、一つの発

表資料を作りあげていきます。国も違うとお

互いの意見を理解するだけでも大変そうなと

きもありますが、議論を重ねグループの意見

https://jn-hrd-n.jaea.go.jp/international_hrd
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をまとめていく作業は、研修後も続く人的ネ

ットワーク構築にひと役買っています。実

際、研修後も多くの日本人研修生が海外から

の研修生と SNS 等で繋がり、情報共有も頻繁

に為されているようです。修了生の中に、国

際機関や研究機関で活躍する人材も増えてき

ました。この毎年確実に増えている修了生の

数と、修了生でつくる人的ネットワークこそ

が日本の理解者を増やしてくれると考えます

と、運営に携わる者として大変心強く感じま

す。今後も地道に、日本のことを世界に発信

していける人材育成活動に取り組んで参りま

す。 

なお、これまでの原子力人材育成ネットワー

クの活動には、放射線看護の視点に軸足をお

いた活動はありません。今後は、このネット

ワークでの活動経験を本学会の国際人材の育

成に生かし、国際的に発信・交流のできる放

射線看護人材の育成に役立つ活動の情報共

有、連携イベント開催の可能性についても検

討していければと考えております。              

（文責 生田優子） 

 

 

5．学術集会 

 

日本放射線看護学会第 12 回学術集会のご案内  

日本放射線看護学会第 12 回学術集会会長 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

准教授 吉田浩二 

 

第 12 回学術集会を以下の通り開催いたしま

す。 

あと 5 ヶ月、皆様にとって有意義な学術集会

となるように準備してまいります。 

多くの皆様のご参加を長崎の地で心よりお待

ちしております。 

 

≪学術集会の概要≫ 

1. 会期 

2023 年 9 月 9 日（土）・10 日（日） 

2. 会場 

長崎大学医学部記念講堂・良順会館（長崎市

坂本 1-12-4） 

3. 学術集会のテーマ 

放射線看護の継承と創造～放射線看護専門看

護師と描く未来～ 

4．演題募集期間（予定） 

2023 年 4 月 24 日（月）～6 月 30 日（金） 

5．事前参加登録期間（予定） 

2023 年 4 月 24 日（月）～7 月 31 日（月） 

6．プログラム 

【プロローグ】 

「原爆被爆者の被爆体験の継承（仮）」 

演者 調整中 

【会長講演】 

「放射線看護の継承と創造～放射線看護専門

看護師養成コース 1 回生として～」 

演者 吉田 浩二（長崎大学） 

【基調講演】 

「日本放射線看護学会の歩みと放射線看護専

門看護師への期待」 

演者 太田 勝正（東都大学） 

【特別講演】 

「長崎-チョルノービル-福島からの教訓」 

演者 高村 昇（長崎大学） 

【教育講演】 調整中 

【放射線看護専門看護師シンポジウム】 

テーマ：『放射線看護専門看護師が描く未来』  

シンポジスト 調整中 

【放射線治療シンポジウム】 

テーマ：『頭頸部放射線治療における放射線性

皮膚炎ケアへの多職種連携の取り組み』 

シンポジスト 調整中 

【原子力災害医療シンポジウム】 

テーマ：『原子力災害医療の教訓と展望』 
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シンポジスト 調整中 

【ワークショップ】 

原子力災害医療関連で調整中 

【学会企画】【交流集会】【演題発表（口演・示

説）】【ランチョンセミナー】【企業展示】など 

7．ホームページ 準備中 

8．大会ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

次回発刊は、2023 年 9 月を予定しておりま

す。 

皆様からのご意見や情報提供、ご要望など、

事務局にお気軽にお寄せくださいませ。 

 

広報・渉外委員会 

作田裕美、桜井礼子、堀田昇吾、 

上野寿子、新井龍 

 


